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法
政
省
規
律
o一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律（9 6)
o国家公務員等退職手当法の一部を改正する法律（10 1)
.,6、守，
O所得税法施行令の一部を改正する政令（ 333)
令
0雇用保険法施行規則の一部を改正する省令（労働41)
0建築基準法施行規則の一部を改正する省令（建設19)
o福祉 年金支給規則の一部を改正する省令（厚生68)
0児童扶養手当法施行規則及び特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行規則の一部を改正する省
令（同69)
0福祉手当の支給に関する省令の一部を改正する省令（向70)
貝。
0 人事 院規則（ 初任給調整手当）の一部を改正する規則（人事院 9 - 34) 
o 人事 院規則（現行の法律， 命令及び規則の廃止） の一部を改正する規則（人事院 1 - 4 ) 
0 人事院規則（俸給の調繋額） の一部を改正する規則J （同9 6 ) 
0 人事院規則J（ 初任給， 昇格， 昇給等の基準） の一部を改正する規則（同9 - 8) 
0 人事 院規則（通勤手当） の一部を改正する規則（同9 - 24) 
。 人事 院規則（ 初任給調整手当） の一部を改正する規則（同9 - 34) 
0 人事院規則（教職調整額の支給方 法等） の一部を改正する規則（同9 -57) 
0人事院規則（最高号俸等を受ける職員の俸給の切替え） の制定（同9 -75) 
0人事院規則（昭和56年改正法附則の実施） の制定（阿9 -76) 
0 人事 院規則（職員の災害補償） の一部を改正する規則J（同16- 0 )  
0 人事 院規則（宿日直手当） の一部を改正する規則（同 9 � 15 ) 
0 人事院規則（宿日直勤務） の一部を改正する規則！（同15- 9 )  
昭和56年度第11国学寮補導委員会（12月l日）
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（審議事項）
(1）暖房費の負担区分について
学 報 第218号
昭和56年度第12回学寮補導委員会（12月3日）
（審議事項）
(l）暖房費の負担区分について
昭和56年度第13回学寮補導委員会（12月 8 日）
（審議事項）
( 1）暖房費の負担区分について
昭和56年度第2回富山大学共通第1次学力試験実施委員会(12月15日）
（審議事項）
(1 ）昭和57年度富山大学共通第1 次学力試験実施要項について
昭和56年度第8回評議会(12月18日j
（報告事項）
(1）工学部移転と産業期大（仮称） について
(2）国大協第3 常置委員会について
(3）学生の動向について
（審議事項）
(1）富山大学 人文学部教授会規則の一部改正（案） 等について（継続審議事項）
(2）富山大学教養部教授会規則の一部改正（案） について（継続審議事項）
(3）昭和57年度共通第l次学力試験富山大学試験場における試験実施について
昭和56年度第2回低温液化室運営委員会(12月21日）
（審議事項）
(1)委員長の選出について
(2）液体窒素製造装置の取り扱いについて
昭和56年度第14回学寮補導委員会（12月24日）
（審議事項）
( 1）暖房貨の負担割合について
(2）学寮の諸問題について
昭和56年度第6回附属図書館商議会（12月24日）
（報告事項）
(1）ブγクティテクションの導入について
（審議事項）
(1）次期図書館館長候補者の選定について
(2）富山大学図書館報（仮称） 発行について
qd 
昭和56年12月号 学 報
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職
t采 用 56. 12. l 横 井 l青
II 市 村 憲
II 月IJ 回 豊 信
If 北 上 員 二
If 竹 本 1告
If i南 保 民智子
昇 任 56. 12. 1 樋 ロ 哲 助教授（教育学部）
II 菊 回 健 作 講師（経済学部）
If 佐 藤 文 隆 If 
II 正 亀 芳 1、旦盛2 If 
II 後 藤 康 夫 If 
II i翠 野 雅 彦 If 
辞 職 56. 12. 31 荒 屋 克 子 文部事務 官 （問属図 書館）
退 職 56. 12. 16 星 名 ｛変 美｜事務補佐員（教育学部）
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
渡航の種類｜所 属｜官 職｜氏
·
r;-「渡 航 先 国
異 動 内 容
教授（人文学部）
助手 （ントタリ－チウム科学セ1) 
技術補佐員（経理部主計課）
If 
｝！ 
技能補佐員 （ －電寸；＿ 話，T交芸会 換 立手口�、 ) 
教授（教育学部）
助教授（経済学部）
If 
II 
If 
If 
辞職を承認
昭和56年12月15日限り退職
目 自ワ
第218号
任 命権者
文部大臣
富山大学長
If 
If 
If 
文部大臣
II 
If 
If 
If 
If 
富山大学長
II 
期 間
｜ ｜香港， 中華人民共｜第9回国際比較内分泌シンポジI 56. 12. 6 
海外研修旅矧 ｜ ｜ ｜ 理学 部｜教 授｜小 黒 千足｜和悶
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両生類・�虫類の実験動物への
採用の検討のため 56. 12. 16 
II 助 手 笹山 雄一 II  II  II  
固体表面電子状態に関する研究 56. 12. 19 
カナダ， アメリカ
工学 部 II 上羽 ヲム 及び吸着分 子の光学的性質に関
合衆国
する研究討論のため 57. 1. 24 
報学昭和56年12月号
営新の物建
富山大学教育学部校舎新営工事
昭和56年 3 月に着工され昭和56年12月にしゅん工いたしました。
0請負業者
大成建設株式会社新潟支店（建築）
篠川電設工業株式会社（電気）
北陸設備工業株式会社富山出張所（設備）
0建物面積 2,549m' 
各室の配置図等は次のとおりです。
教育学部校舎の新営工事は，
教育学部新営校舎平面図
数学研究室
講義室
数学演習室数学学生控室
w 
数学資料室数学研究室
数学研究室w 休育学研究窓
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アトリエ
5 階 PH 
［清白
（教育学部新営校舎）
学内レクリエーション
。囲碁大会
実施月日 12月12日仕）
場 所 富山大学職員会館
参加 人員 31名
成 績
0 Aクラス
0 Cクラス
優 勝 金坂 績（理学部） 0 Bクラス 優 勝 中iJJ 忠夫（経理部）
次 勝 品川不二雄（工学部） 次 IJ券 イJ川 裕史（マ：生部）
コ 位 竹越 栄俊（ II 三 位 日南IIl善郎（ II 
優 勝 吉沢 誠（経理部）
次 勝 柳田 邦雄（教養部）
コ 位 永野 茂信（庶務部）
寄 稿
ミシ力、、ンの春
教養部 河野 昭一
ミシガン州（米国）は北緯42。から46°前後に位置しているから， その地理的位置からみると日本列島における北海
道とはぼ同じ緋度にあることになる。j([fh'iiJ、北泌道の約1. 51自のこの州の以｛；＇i；は，いわ：t〕る＿＇h＿大初！のlつのヒユーロン；i1i)J
とエリー湖に， また西部では巨大なミシ方、ン湖にほぼ全域を接しているから， 北アメリカ大陸の内陸奥深くにある
といっても， むしろ大海の中に浮んでいる大きな鳥のことき！惑を与えるといっても過言ではなし、。 目下日本の自動
車産業におしまくられ， 斜陽で気思えんえんの米国自動車産業の一大中心地デトロイトはナト｜の東南端にあって， エ
リー湖とヒユーロン湖のほぼ中間に位置している。
私がヒッコリー ・ コナーズ（Hickory Ccorners）というミシカ、ン州のj十田舎にあるミシカ。ン州立大学ケロッグ生物
6 
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学研究所に到着したのは北国の春まだ早い5月初旬（1981年）の頃であった。 シカゴから40分ばかりのローカル線
の航空便に乗り， カラマズー（Kalamazoo） という小さな町からさらに1時間ばかり車を走らせた所にあるケロッグ
生物学研究所は7fルitJJ(Gull Lake）と呼ばれる湖のほとりにあって， まことに静かなたたずまいのこじんまりした研
ガル湖（Gull Lake） の湖畔にあるケロックe研究所の臨湖実験室
究所である。 5万人近い学生を擁し， 巨大なキャンパスの広がるイースト ・ランシング（East Lansing） にあるミシ
ガン州立大学本校の喧II民は想像すべくもなし＼静寂さと緑とフレッシュな空気にとりかこまれた世界である。
ケロッグという名を聞いて， “どこかで聞いたことのある名 前だなあ…” とその名 をあるいは思いおこされる方
もあるかも知れないが， 今日では我々日本人の食卓にもあるいはのることの間々あるあのコーンブレイクを作った
ケロッグなのである。 コーンブレイクをアメリカ中で売リまくり，40オなかはして巨額の富を築いたW. K. Kellogg 
の別荘は， 11�の没後ミシカ。ン·J+J立大学に寄贈され， その名を付した今日 のケロッグ生物学研究所の土台をなしてい
る。 しかし， 別荘といっても森あり， ウ。レイリーの草原あり， 湖のあるその敷地跡は， わが富山大学キャンパスの
10倍以上の面積があるから， フィールド・ バイオロジー（生態学， 系統分類学， 進化学などをはじめとする野外生
物学）の研究所としては正に理想的な環境にあるといってもよいであろう。
研究所は現萩4部門からなるが， 陸水系生態学・淡水魚、行動生態学・植物個体群生態学・生態系生態学など， い
ず れも生態学（エコロジー）の分野のものばかりで， この他に野鳥の観察センターを別個にもっている。 淡水魚の
行動生態学で著名 なEarl Werner博士， その夫人で植物個体群生物学では過去の10年間にわたり世界で最も先駆的
な仕事を手がけておられるPatricia A. Werner博士， 微小選移（micro-succession）の 研究でこ れまた世界的に著名
プレイリーの現場で研究上の問題について論議するケロッグ研究所
のスタッフと大学院学生（左から2人目Patricia A. Werner博士）
一 7 -
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なE. 0. Wilson博士などいずれも 40オ前後の少壮研究者を配して常にそれぞれの分野で世界をリードする先端的研
究を行っているのが特色である。 大学院学生， 技術員を入れて各研究室 10名前後の陣容であるが， 少数精鋭の誠に
理想的な研究体制がしかれている。 しかし， 研究上の厳しきとはこれまた対照的に， 研究所内の雰囲気は実に家族
的て二月に 2 度は思い思いの家庭料理を持ちょったポット ・ラック（pot luck） と呼ばれる研究所スタッフ全員とそ
の家族． 大学院学生等をまじえた会食が， 天気の良い日などには一問屋外の芝生の上で三々五々にあちこちに集ま
って大変日ぎやかに催される。 はげ、しい研究上の競争と緊張をしばし忘れる憩いの一時である。
5 月初句といえば， ミシガン州はまだ雪が消えて間もない早春の季節であるが， 研究所敷地内にあるアメリカニ
レ， サトウカエデ・ ミズナラ ・ ヒッコリーなどの繁る森へと歩みを進めてみる。 まだすっかり聞ききらない淡い新
新緑の落葉樹林を色どるハナミズキ（dog woo仕一一Comus fl。ηda)
織の木ずえから あふれる豊かな陽光にまばゆいばかりに照らされて， 北国の花の象徴ともいうべきユリの仲間のエ
ンレイソウ(I'rillium grandiflorum）の純白の花が群れをなして咲き乱れ，その問には可憐なアネモネやスミレの白や
黄やすみれ色の花々が点々と散らばっている。 ビーバーがしばしば夕、ムを作って流れをせきとめるせ・せらぎの畔に
行ってみる。 驚いたことには我々が富山県でも山間部に入ると春先きに 間々見かけるザゼンソウ (Symplocarpus 
Joetidus）のチョコレート色の仏炎包につつまれた花が一面に咲きそろっているのに出っくわす。 これらの植物群は
いずれも今より気候がより温眼であった遠く第3紀中新世の頃， 北半球北部のアラスカ ・ユーコン ・ シベリアなど
に広〈分布していたいわゆる古第3紀周北極要素に属するもので， 私達の｛主む日本の温帯ともまIi縁の深い植物群ば
かりである。 しかし， 広〈ミシカ。ン州中南部にかつて存在していたアメリカニレ ・ サトウカエデなどに代表される
典型的な温帯性落葉広葉樹林はその大半の部分が伐採きれてしまし＼広大なトウモロコシの農場と化している。 ヲ
うした我々の身近な所にある段重な 自 然の保護 は， 今やj羊の東西を問わず切 実な問題となっているのである。
砂 筆者は， 文部省短期在外研究員として， 昭和56年5月1日から7月31日まで3か月間ミシガン州立大学ケロッ
グ生物学研究所並びにピッツパーグ市カーネギ研究所植物研究部門に滞在されたので， 特に寄稿を御依頼したも
のです。
（係では， 皆様方から多数の寄稿をお寄せいただきたくお待ちしておりますので御一報くださるようお願いしま
す。）
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《改 姓〉
教育学部附属養護学校
教 諭 黒木 輝子 旧姓 森
経済学部
助 手 小嶋 保子 旧姓 立花
〈新任者〉
人文学部
教 授 横井 清
工学 部
技能補佐員 満保真智子
トリチウム科学センター
助 手 市村 憲司
〈住所変更》
教育学部附属養護学校
教 諭 黒木 輝子
文部事務官 川；：� 誠
経済学部
助 手 小嶋 保子
文部事務官 大聖寺一孝
理学 部
文部技官 水島 俊雄
工学 部
文部技官 草間 清志
文部技官 吉沢 寿夫
事務補佐員 山西ir.!Jー
学 報
職 員 消 息
＠ 退庁の際は， 電気， ガス， ストーブの消し忘れをなくし， 火災の予防に心がけましょうグ
＠ 電気， ガス， 灯油， 水の省エネ・省資源を確実に実施しましょう．グ
第218号
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12月1 日
3 日
部
文部省関係官工学部移転統合予定地視察
第 11回学寮補導委員会
事務改善第4部会
第12回学寮補導委員会
北陸地区国立学校事務電算化専門委員会
（人事・給与） （於福井大学）
4 B 会計係長会議
8臼
8 ～9 日
第13回学寮補導委員会
国立大学協会第3 常置委員会（於国立大学
協会）
北陸地区国立大学課外活動担当者研修会
（於「称名荘」）
1 0日 第5 回事務協議会
11日
12日
1 5日
16日
16～17日
1 8日
2 1 日
22日
23 日
富山大学放射性同位元素総合実験室運営委
El 辺、F司Z三
富山大学構内 交通対策委長会
北陸四大学学生体育競技連盟協議会（於金
沢大学）
全国大学保健管理協会北陸地区保健婦看護
婦班研究会（於金沢大学）
学内 囲碁大会
事務改善第2部会
第2 回富山大学共通第l次学力試験実施委
員会
事務改善第4部会
固有財産実態調査
第8 回評議会
富山大学低温液化室運営委員会
学務関係事務打ち合わせ会
部課長会議
事務改善第2部会
学生健康保険組合理事会
共通第l次学力試験監督者説明会（工学部）
給与法改正関係説明会（於東京大学， 人事
院中部事務局）
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24日 事務改善第4部会
第14回学寮補導委員会
共通第 1次学力試験監督者説明会（五福地
区）
28日 御用納め
也j星
学部
｜
12月23 日
｜三
文
12月2 日
9 日
1 6日
23 日
区育
12Fj 2 日
4日
5日
9 臼
10日
1 1日
授業終了
学
部
教授会
人事教授会
教授会検討委員会
図書委員会
将来計画委員会
カリキュラム担当者会議
J受業終了
教授会
人事教授会
学
部
補導委員会
閉回路テレビ運営委員会
将来計画委員会
附属養護学校新入学児童生徒合格発表
教務委員会
入試検討委員会
教育学部教育実習運営協議会
図書委員会
カリキュラム検討委員会
附属幼稚園新入園児合格発表
昭和56年12月号
学
14日 合宿研修委員会
1 6日 教務委員会
教授会
1 9日 附属幼稚園第2学期終業式
21日 附属中学校第2学期終業式
23日 人事教授会
附属小学校第2学期終業式
附属養護学校第2学期終業式
24日 予算委員会
24～ 25日 日本教育大学協会第二部会保健体育部門第
29回全国創作舞踊研究発表会（於前橋市）
25日 入試検討委員会
｜経済
学部
｜
12月 7日 学部図書委員会
助手室業務運営委員会
9日 各種委員選考委員会
合同委員会（助手室業務， 学部図書， 施設
整備， 日海研運営各委員会）
1 6日 学部教務委員会
人事教授会
教授会
17日 学部将来構想検討委員会
23日 授業終了
学部教務・補導合同委員会
拡大教務委員会
学部教務委員会
人事教授会
教授会
28日 日本海経済研究所運営委員会
報 第218号
工
学
部
12月 2日 教官選考委員会
学部図書委員会
3 日 高岡消防署員の指導による消火訓練
4 日 履修のしおり編集委員会
7日 事務連絡会
学部教務委員会
学部図書委員会
9日 教授会
専任教授会
工学研究科委員会
温交会役員会
1 6日 学部教務委員会
1 7日 係長連絡会
23日 昭和57年度大学入学者選抜共通第一次学力
試験監督者説明会
学科主任会議
12月 1 日 講演会 演題 「創造科学技術への模索」
講師 藤森啓安氏
（東北大学金属材料研究所教授）
9日 予算委員会
教務委員会
16日 教授会
附属図書館
12月1 1日 図書館業務電算化研究会
1 5日 係長事務打ち合わせ会
24日 商議会
12月 8日 教務委員会 附属図書館電算化委員会
9日 教授会
図書委員会
23 B 授業終了 ｜保健管理センター｜
12月16日 自由講座「能と狂女」開講
唱EA
昭和56年12月号
｜経営短期大学部｜
12月10日 第2 回 入学者選抜学力試験委員会
17日 第4 回財務委員会
第13回教授会
23日 授業終了
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